
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（令和 7年 2月作成） 
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募金種別 
目 標 額 実 績 額 差  額 達成率    

  (％) (円) (円) (円) 

戸別募金 16,502,000 16,714,940 212,940 101.3 

法人募金 1,000,000 1,026,500 26,500 102.7 

（個  人） 0 74,000   

（法  人） 1,000,000 952,500   

学校・園募金 723,000 764,897 41,897 105.8 

職域募金 1,482,000 1,446,740 △35,260 97.6 

街頭募金 861,000 706,547 △154,453 82.1 

その他の募金 383,000 304,381 △78,169 79.6 

合 計 20,951,000 20,964,455 13,455 100.1 

 

 

 

 

 

  

2. 令和 6年度の達成額について 

ご協力、ありがとうございました！！ 

1. 共同募金とは 

みなさまのご協力のおかげで、今年度の目標額を達成することができました！ 

 

共同募金は、人々に「たすけあいの心」で、社会福祉事業に必要な資金を募集する民間の募金運

動です。社会福祉を目的とするさまざまな事業に活用するため、兵庫県においては、「助け合い 

広がるつながる 赤い羽根」をスローガンに、毎年 10 月 1 日～３月 31 日の期間で実施していま

す。 

共同募金は、「計画募金」として年度初めに次年度の地域福祉を進めるため、必要な額の目標を

立て、募金運動を実施します。そして集まった募金は配分され、配分先の社会福祉施設や団体の

活動などに有効活用されています。 

募金や啓発などの呼びかけにご協力いただいた方々の「思い」が、「どのような事業で活用さ

れ、どのように受け止められているか」をお伝えしたいと思い、本紙を作成しました。皆さまにご一

読いただければと思います。 

 



3. 令和 7年度の共同募金配分先について 
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〇具体的な事業 

①こどもたち      ：地域青少年育成事業、修学旅行扶助事業など 

②障がいのある人 ：当事者団体等支援事業、福祉施設支援事業 

③地域福祉活動 ：地域づくり応援助成事業など 

④ボランティア活動 ：ボランティア情報収集・発信事業 

 災害時支援活動及び防災資材整備事業など 

⑤福祉教育活動 ：社会教育・福祉教育推進員活動支援、 

 福祉教育パワーアップ事業など 

⑥高齢者 ：長寿高齢者表敬訪問事業、市シニアクラブ連合会活動支援事業 

⑦その他の社会福祉活動 ：社協啓発事業 

      

     

   

 

     

①37.8％は 

こどもたち 

④20.7％は 
ボランティア活動 

⑤14.0％は 
福祉教育活動 

②8.1％は 

障がいのある人 ③11.1％は 

地域福祉活動 

⑥6.7％は 
高齢者 

地域配分 

77.8％ 

広域配分 

19.8％ 

事務費2.4％ 

©ふくくん、かこちゃん 

 

⑦1.6％は 

その他の 
社会福祉活動 
 

 

※共同募金における配分には、

市内の活動を応援する「地域配

分」と、市を越えた広域での活動

や先駆的な活動を応援する「広

域配分」があります。集まった募

金の約 8割が地域（大きな円グ

ラフ）へ、残り約 2割は市を越え

た広域での活動や災害時の備え

のためなどに使われています。 



4. 令和 6年度 助成先より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校区青少年育成連絡協議会より 

・共同募金寄付者のおかげで講演をきく機会を作っていただき、本当にありがとうございました。

今回の講演で「心を軽くする」ことの大切さを改めて感じました。保護者も自分のこどもだけでな

く、地域に住んでいるこどもたちが１人で苦しむことなく、みんなで支えるために、気軽に声をかけ

あうようにすることを意識したと思われます。地域・学校・家庭が連携していくことで、今後の教育

に生かされると感じました。 

発 行 加古川市共同募金委員会 

（事務局：社会福祉法人 加古川市社会福祉協議会） 

住 所 加古川市加古川町寺家町 177-12（総合福祉会館内） 

T E L 079(424)4318  

F A X 079(425)4711 

E-mail  kakogawa-kyoubo@kakogawa-shakyo.jp 

U R L http://www.kakogawa-shakyo.jp 

本紙をお読みになってのご意見･ご質問などがありましたら、下記までご連絡ください。 

 

ボランティア団体より 

 ・認知症の人が増加し社会問題となっています。認知症についての医療と介護の「勉強会」、情報

提供の「機会」など市民に広く提供できました。これも赤い羽根による事業支援の賜物と厚く感謝

しています。 

 

小学校より 

･修学旅行ができたのも共同募金による修学旅行扶助事業のおかげです。この補助によって経済

的に苦しい家庭の児童も安心して参加することができました。本当にありがとうございました。 

 

 

配分先が「こどもたち」 

 配分先が「ボランティア団体」 

配分先が「こどもたち」 

シニアクラブより 

･広報活動や奉仕活動など、地域に根差し、地域に寄り添った諸活動を通じて、加古川市シニアク

ラブ連合会が自らの存在感と有用感を再認識させていただいた１年であったと思います。有効に

活用させていただき、心より感謝申し上げます。 

 

配分先が「高齢者」 

「ありがとうメッセージ」より 一部抜粋 

mailto:kakogawa-kyoubo@kakogawa-shakyo.jp
http://www.kakogawa-shakyo.jp/

